
被表彰者の声 
 

【山口奨学金】 

 

被表彰者：地域学部地域学科 鍋 文月 さん 

 
この度はこのような名誉ある賞をいただき、大変光栄に思っております。山口奨学金関係者の皆様に心

より御礼申し上げます。今回、賞を頂けたのは友人や先生方、家族といった、周囲の方々の支えがあった

からです。この場をお借りして、感謝申し上げます。 
大学生活を振り返ってみますと、文献から得た知識を再考する「勉強」だけでなく、フィールドワーク

や人とのつながりを通して、五感を活用して学びを吸収していくことの重要性を教えていただき、常に

社会の中にいる自分の立ち位置を問い続けた 3 年間であったように思います。学ぶほど、自身の無知さ

や未熟さを実感し、反省する一方で、社会の事象や日々の生活に勉強したことがつながった時、自身の成

長とともに、学問の楽しさを再認識しています。学び続け、社会の中で「私はどこに在るのか」常に自問

し、誰かを触発できる存在でありたいと思う所存でございます。 
今回の受賞を励みに、日々精進してまいります。この度は誠にありがとうございました。 

 

 

【豐島奨学金】 

 

被表彰者：医学部生命科学科 LEE JIA XIAN さん 
 
この度は、このような名誉ある賞を授与していただき、感激の極みです。豐島奨学金関係者の皆さま

に、心より御礼申し上げます。 
初めてこの名誉ある賞をいただいた留学生として、光栄の至りです。共感してもらえないかもしれませ

んが、我々留学生は、カルチャーショックと孤独感に直面する一方、日本語という壁を克服しながら大学

のカリキュラムについて行くため、他人よりも数倍努力しなければなりません。表彰された時に、自分の

努力はやっと見られた、認められたと思い、感動と感激しかありません。 
この場をお借りして、日々熱心にご指導してくださる先生方、いつも助けてくださる大学のスタッフ

方、そして優しく接してくださる地域の方々に、心より感謝申し上げます。皆様に支えていただいたおか

げで、私はここまで頑張ってきました。日本の優しさを感じた私は、日本に恩返ししたい気持ちで、実は

今県の国際交流課と連携し、県の国際交流事業に色々協力させていただいています。 
今回の受賞を励みに、私は更なる努力を重ね、人類に貢献できる研究者になりたいと思います。それと

同時に、日本と世界の架け橋となるように力を尽くしたいと思います。 
  



【河田奨学金】 

 

被表彰者：工学部電気情報系学科 加田 慎太郎 さん 
 
この度は、このような名誉ある賞を賜り、大変光栄に思っております。河田奨学金関係者の皆様に心よ

り御礼申し上げます。 
今回の受賞にあたり、学生生活を振り返ってみますと、素晴らしい先生方や友人に恵まれ、自分自身と

勉学に最も真摯に向き合えた 3 年間でありました。入学前はおぼろげであった将来の進路、目標も、こ

の 3 年間で明瞭になり、現在はさらなる知識の習得に向けて日々研究に励んでいます。 
また、大学では教養科目、専門科目ともにその意味や本質を理解するよう時間をかけて努力したため、

高校時代には見出せなかった学問の奥深さを実感することができました。大学で得ることのできたすべ

ての知識が身の回りに活きていることを痛感する毎日で、このような機会を与えてくれた貴学には非常

に感謝しております。 
今回の受賞に恥じぬよう、人間性を涵養するとともに、自信をもって未来に向かっていく所存です。こ

の度は、誠にありがとうございました。 
 
 

【中島奨学金】 

 

被表彰者：農学部生命環境農学科 森田 有 さん 
 
この度は、このような名誉ある賞を授与していただき、誠に光栄に存じます。中島奨学金関係者の皆様

に、心より御礼申し上げます。 
私のこれまでの大学生活は、「知」に対する態度の洗練を迫られる経験の連続でした。 
講義では、土壌と植物の相互作用を中心に、化学、生物学から社会学まで多岐にわたる分野を学ぶ機会

に恵まれました。その過程で、「わかる」とは「まだわからない」存在を認識することでもあり、それは

物事を「さらに知ろう」とする探究の駆動剤でもあるということを思い知りました。このような絶え間な

き自己相対化の経験を得られたことは、私にとってのかけがえのない財産となっています。 
転機となったメキシコ留学では、それまでの慎重で自己完結的な姿勢から脱却し、何かを「きちんと」

行おうとするよりも、まずは気楽に試してみることの大切さを学びました。そして、好奇心を外の世界に

向けて積極的に発揮していくことで、可能性が大きく広がることを実感いたしました。 
今後は研究の道を歩むものとして、マイケル・ファラデーの「さらに試行せよ。何が可能かを知るため

に。」という言葉を胸に、好奇心に導かれるままに様々な挑戦を続けていきたいと思います。その成果が、

いつしか社会に小さな刺激を与えてくれることを願っています。 
この受賞を励みに、残りの大学生活においても、より一層精進して参ります。 


